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フェルミ準位近傍に wide-narrow バンドが共存している系は、高温超伝導体の候補 

であることが理論的に指摘されていた[1]。SrCu2O3や Sr3Mo2O7が wide-narrow バンド

共存系の候補物質であることが指摘されているものの超伝導は観測されていない。そ

の理由として前者は超伝導発現のための電子ドープが十分に達成されていないこと、

後者は酸素欠損の影響による問題が挙げられている[2]。 

本研究では薄膜成長によって、モリブデン系酸化物を用いた人工超格子を作成し、

対応する人工超格子のモデルを第一原理計算によってバンド分散の変化を検証した。

その結果、人工超格子の各相の膜厚を制御することでバンド分散の制御ができること

を示唆する結果を得られ、特に各酸化物相の膜厚を制御して、積層させることによっ

て narrow バンドが実現することが明らかになった。また、膜厚を変化に対して密度

揺らぎ近似によって超伝導発現の検討を行った。 
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